
応募 神奈川歯科大学附属病院臨床専攻生願書

募集人数 若干名

（１）客観的検査（デンタルおよびＣＢＣＴのＸ線読影）にもとづく診断能力を口頭試問で習得
（２）診断を基本とした治療計画立案を口頭試問で習得
（３）プラスチック根管模型および天然歯による基本的治療技術習得
（４）高度先進診療機器取り扱い（マイクロスコープ、Ｎｉ－Ｔｉファイル、垂直加圧根管充填機材）を 症例検討会・抄読
会・学会参加で技術習得

評価
EV

診査、診断における一口腔単位および対象歯に対するプレゼンテーションよび、基本および拡大視野下における治療
後の臨床症状改善を観察記録、形成的評価、口頭試問によって総合的に評価する。

特色

保存科歯内診療部門は、病院3階に主として自費診療患者、病院2階の総合診療Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ科に保険診療患者の受け
入れを行っています。現在、合計4台のマイクロスコープが導入され、診断と治療に貢献しています。歯科医療は、密
室の医療から医療の進行や治療内容が説明可能になり公開された医療に大きく変化しています。　　当科は日本歯
科保存学会認定研修施設、日本歯内療法学会認定研修施設に登録されています。

期間、更新、手当 神奈川歯科大学附属病院臨床専攻生規程

研修実施場所 神奈川歯科大学附属病院

専門分科会 公益社団法人日本歯科保存学会 、一般社団法人日本歯内療法学会、一般社団法人日本顕微鏡歯科学会

研修内容
プログラム

一般目標
GIO

歯・歯周組織の基本的管理能力を背景としてう蝕治療・歯内療法に関する高度な専門的・統合的治療技術を要する
疾患への対応

行動目標
SBOｓ

（１） 歯・歯周組織疾患の基本的検査と診断ができる。
（２） 歯・歯周組織疾患の治療方針を立案できる。
（３） 歯・歯周組織疾患の基本的治療ができる。
（４） 歯・歯周組織疾患の基本的治療が拡大視野下においてできる。

方略
LS

連絡先 保存科歯内診療部門　mutoh@kdu.ac.jp

保存科歯内診療部門における臨床専攻生研修

研修責任者 武藤徳子

2025年度　神奈川歯科大学附属病院　臨床専攻生研修内容

保存科歯内診療部門　組織概要

主任教授

指導医
武藤徳子、鈴木二郎、藤巻龍治、　　　　　
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